
講　師：岡内真理さん
　　　　(やまもと放射能から子どもを　
　　　　　守る会 結3.11副会長)

日　時：11月29日(土)
          14:00～16:30　
場　所：高松市男女共同参画セン
          　ター５階第8会議室
　　　　　　　　(高松市錦町）
参加費：500円(学生無料)

☆託児があります。
　(無料。要予約。11月21日までに
　下記連絡先までお申し込みください)

2014高松市男女共同参画市民フェスティバル「認めあい、支えあい、ともに輝こう！」

おかうちまり　1972年生まれ。
宮城県山元町出身。宮城県の医療
生協で医療事務、組合員や地域の
人の相談や保健予防を担当。
震災後退職し、地元で多種多様な
震災ボランティアをしながら山元
町のお母さんたちと「やまもと放
射能から子どもを守る会 結3.11」
を立ち上げる。現在、福島県北塩
原村の放射能空間線量測定員。

ワークショップ

東日本大震災から3年半、

　　　被災地とともに歩む

企画/運営
　      NPO法人福島の子どもたち香川へおいでプロジェクト/
　       NPO法人グリーフワークかがわ/香川こどもといのちを守る会
協力：コープ自然派しこく
主催：2014高松市男女共同参画市民フェスティバル実行委員会
共催：高松市
連絡先：  TEL/FAX 087-813-0715　 ZVF05007@nifty.com
　　　　実行委員会事務局（高松市男女共同参画センター内）
　　　　　  TEL/087-821-2611

福島県の北隣、宮城県山元町の
震災前の人口は

16,695人（世帯数5,561）。
震災で死者698人、全壊・半壊家屋3,302戸

という大きな被害を受けました。
山元町で被災者支援や子どもたちを
放射能から守る活動に取り組んできた
岡内真理さんのお話を聞き、

「被災地とともに歩む」ことについて考えます。


